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がまじゃんぱー と
ちゅーりっぷさんの生態
～筑波大学附属図書館での
キャラクター活用事例～
2010年2月6日大学図書館問題研究会近畿４支部新春合同例会
本日のメニュー
• がまじゃんぱー と ちゅーりっぷさんって誰？
• どうして生まれたの？
• 生みの苦しみ？
• BCとADの違いは？
• ぶっちゃけ、評判はどうよ？
• どんなふうに使われているの？
がまじゃんぱー と
ちゅーりっぷさん って誰？
• 筑波大学附属図書館の「キャラクター」
• 「蝦蟇の油」で有名な筑波山の四六のガマ
• 筑波大学附属図書館の愛称「Tulips」
• 2006年4月に誕生
• 附属図書館の広報等に使用
• 某ブログで取り上げられたことで大？ブレイク


どうして生まれたの？：背景
• 先行事例
ex) プワンとピヨ太郎（国立情報学研究所）、
はすかっぷちゃん（北海道大学）etc…
• 広報力不足の認識
• 電子図書館システム更新
「ホームページからポータルへ」
「新しいことを始めるきっかけ」
「広報の重要性」
• （偶然にも）お金が使えた
「キャラクターを作ろう」有志が結集
生みの苦しみ？１
• 2005年度後半に活動開始
• 使用目的・活用イメージの確立
Web、掲示、Q&A、グッズetc…
• キャラクターのコンセプトの確立
単独キャラか複数キャラか
人間、動物、非生物、性別etc..
• デザインイメージの確立
業者発注のための、デザイン原案
（絵心のある有志によるラフ作成）
突然ですが…
本邦初公開！




産みの苦しみ？2
• 上層部への説明
ただ「キャラクターを作りたい」では難しい？
• 広報戦略の一環という位置付け：
「ブランディング戦略」と題したプレゼンを作成して、
上層部へ説明
• 「アピール力の向上」を目的としたキャラ作成の
必要性の訴求
• 幸いにして、当時は上層部（副館長＝部長）が
理解のある人：「やったらいいんじゃない？」
• ２００５年末にGoサインが出ました
産みの苦しみ？３
• 業者に発注し、サンプルを複数作成
• 館内で投票を行い、現行キャラクターの原案
が当選
• 再度上層部に確認を取ったところ、問題点や
懸念が何点か指摘
産みの苦しみ４
• 「ちゅーりっぷさんはどこかで見たことがある。
権利的に大丈夫か、がまだけでよいのでは？」
「ちゅーりっぷの人が幼く見える」
• がま単独だとキャラクターとしての展開が
難しいと、2人一組の意義を主張
• メガネを追加して、個性化・より「お姉さん」ぽく
• ちゅーりっぷ「ちゃん」から「さん」へ
（当初のイメージも「図書館のお姉さん」）
• その他細部を調整して完成
概ね楽しんで
• ノリと勢いで作ってしまったので、キャラクター
そのものは「楽しんで」作ることができた
• 上層部への説明と最後の許可が最大の壁
• 広報・ブランディング戦略の一環、現状打破
のキーといった説明が功を奏した？
（「キャラクター」でなければいけない理由を
示せた？）
• 運が良かった
Il Nome della Gama
• キャラクターの名前はどうやって決めた？
：実は結構いい加減
• コンセプト確定時点で名前は仮称として設定
「ちゅーりっぷさん（ちゃん）」はすんなりと
• 新システムの仕様策定委員の教員同士の深夜
のメール論争
「システムの名称・愛称は重要か否か」
「重要でないならがまじゃんぱーでもいいのか」
ちょっと脱線
• 「名前」は実は重要
• インパクト＋親しみやすさ
• あくまで「図書館の外の人」に呼んで欲しい
• 変に凝ったものは×？
• 筑波の場合、「Tulips」が教員・学生ともにそ
れなりに浸透していた：
「ちゅーりっぷ」でも違和感なしと判断
Before Characters と
After Dawning
• キャラクターの登場前後で職員の意識に変化
• 掲示や配布物に積極的に活用
事務文書ではなく「見てもらうもの」へ
作る側も楽しく
• 「掲示物」「配布物」から、POPへ
• どこにでもワンポイントとして入れられる利点
• 職員の「広報」意識の高まりへ
評判やいかに？１
• 最初はひっそりとしたデビュー：反響もなし
• 積極的にアピールをせず、徐々に浸透させる
予定だった（主に館内掲示等に活用）
• ブレイクのきっかけは、図書館情報メディア研究
科・附属図書館研究開発室と共同で作成した
「リテラシー教本（試作版）」
これに某ブログが食いついた
評判やいかに？２
• リテラシー教本：キャラの掛け合いと濃い
内容で評判は良い
• キャラクターの画像と、若干の設定・プロ
フィールのみの提供だったため、現場の判断
で細部が決定（設定混乱の原因）
• 各種グッズへの展開
内外の評判は（幸い）上々
• オープンキャンパス時の来館お土産用に団扇
を作ったところ、意外にも高校生にはうけた
（かわいいらしい）
• 学外の図書館関係者にも好評
• （ただし がまじゃんぱーに限る）
• 教員へのリポジトリ販促や図書寄贈のお礼に
付箋やクリアファイルを作成して使用
地味に喜ばれている模様
学生の評判は？
• オリエンテーションでプロモーションビデオを
上映したところ、がまじゃんぱー登場シーン
ではウケている（留学生も）
• グッズを見ると「かわいい」と喜ぶ。
（ただし がまじゃんぱーに限る）
• ちゅーりっぷさんの評判は不明
（図書館関係者からは、フィギュア化を希望
する声はありますが…）
課題
• 最低限のものとして
「立ち姿」「喜怒哀楽の表情」のみ作成
• 表情や動きにバリエーションが少ない
• 設定の混乱
（設定として正式なものはごく僅か）
• キャラクター使用ガイドラインの未整備
• 使用法の行き詰まり（ワンパターン化）
• ちゅーりっぷさんの影の薄さ
今後の展望（野望）
• バリエーションの増加
• 設定の確定
• ガイドラインの整備
• 認知度のさらなる向上
• 大学公認キャラへ：公式グッズ販売等など
（「大学のキャラ」でなくとも、大学として図書
館のキャラクターであると認めて欲しい）
• 海外展開
（国際会議のポスターやスライド等で露出）
考察
• 図書館「外」に熱心な（しかも影響力の強い）
サポーターがついた
• 職員も自主的・積極的に活用してくれた
• グッズも比較的多種作成でき、それなりの量を配布
することができた
• 学内外へ（地味に）浸透することができた
• 垂直展開と水平展開が（意図したものではなかった
が）スムーズに行えた
• 無駄に「ゆるキャラ」ではなかった（？）
• 人間よりも非人間キャラの方が扱い易い（？）
どんなふうに使われているの？
全てはここから始まった？





館内あちこちで見かけます












発表用ポスターにも…




オープンキャンパスや
特別展・企画展でも大活躍







Webページにも出没中









ついに映像化？！






各種グッズあります







発表スライド：
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/
~garu/100206.pdf
ご質問などはお気軽に：
garu@tulips.tsukuba.ac.jp
ありがとうございました。
